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46.十二指腸狭窄をきたした成人輪状藤の 1撰
主)f[隆男，辛京碩〈祐愛病院〉
症例は40歳の男性。主訴は心宮部痛と堰吐。病結期需
は1S (無症状で経過し昭和56年 9月15巨事より主訴出
現し夕方緊急入院)。街前診新は低緊張性十二指揚造影
で十二指腸下行脚中央に眼局性狭窄とその区内側に乳頭
畿を認めた。諾検査から術前に輪状捧と診断し胃切徐術 
(B-豆)擁行。完全輪状捧・幅 2cm軍さ 2-3mmo合
併症は肝炎。転帰治主主。 
47.本邦における早期金道癌と実験全選癌の対比
新井諮二，鏡谷欣市，花開建夫
小野沢君夫，李患元，本島鵠司
〈杏林大〉 
N-methylbenzylamin +亜硝酸 Naによるラット実験
食道癌132例の初期像を経時的に観察し，粘摸下層まで
に止る早期食道高32病巣を鐸.谷の発育形式に分類し，ま
た本邦報告侭早期食道癌 177例の発育形式も分類した。
ラットとヒトの対比において，類似する点が多くみられ
たことを強謂した。 
48.胆道内摂鏡の経験
丸山達輿，大西盛光2 関幸難
中村宏，武藤護彦 ()fl鉄病院〉
昭和50年10月から56年10月迄に，胆石症を中心に 73
例，延164回の胆道鏡を行った。街中胆道鏡は411知tl，錆後
盟道鏡は67例で，このうち肝内結石症は19鰐で，延75回
の検査接出が行われている。重大な合併症は 2例で，街
中左肝内胆管穿孔例と，衝後胆道鏡検査時の，担道末端
穿孔例の各1婦である。 
49. i量嬉性大器炎iこ行った全結腸窃除董揚粘摸抜去毘
腸目工門吻合の 1例
野村憲一，大久保恵可，斉藤登喜男
近藤良靖，平野和哉
(県立東金〉
症例25歳男，主訴粘血便，昭和48年 3月紅門周囲膿蕩
あ予，昭和51年 8 月よヲ粘血便あ~ ，潰蕩性大腸炎の診
断にて治療を開始す。昭和52年2月，下痢，粘車便の増
悪により全身衰弱著明となり入院。民年3月2413，toxic 
megacolonとなり結揚右半切除，田腸凄造設す。昭和55
年 4月 9 S， 全結腸切除， 亘腸粘E莫抜去， 呂場E工円吻
合，呂場凄を行う。日工円罵盟濃蕩の経逼が括約筋機能を
損傷しており，現在は，@j揚壌を復活している 0 ， 
50.蘇なし病の治療
西沢 直〈国立千葉〉
最近 2年間に 4備の脈なし病の外科治療をおこない良
好な結果を得たので報告する。本症例は従来脈なし病と
して1908年高安によって報告された網膜中心血管の変化
を伴なわないもので大動脈弓症侯群に分類されるもので
あった。 2倒の主訴は， Subclavian Steal Syndromeを
呈する脳虚血症状で，他の 2割辻 S.S.Sを伴わない上
肢の車車症状であった。この主訴の相違は，血管撮影と
手術所見から， S.S.Sを呈するものは栓骨動脈の分岐部
に狭窄がないために椎骨動脈より膜下動脈に大量の車流
があることが事j明した。一方 S.S.Sを呈さないものは，
推骨動原分岐部の狭窄があるために駿寵動脈への血流は
非常に少ないことが判明した。
血行再建僚は簡塞部の車詮内膜掃除によって術後合併
症もなく，また傷能の愁訴も完全に請失した。 
51.当院における動静蘇内シャントの遠隔成績
鳴田俊t}[，入江農文〈千葉社会保険)
小高通夫，平沢博之，菅井桂雄，林春幸，大竹喜雄
織田成人〈千大)
過去10年6カ月間に'慢性腎不全385例iこ対して延450[e]
の内シャント造設備を強行した。
各症例の初回内シャントの遠F露関存率は， 1年 94.3
%， 3年87.6%，5年84.2%，10年57.1%であった。ま
た現在生存中の 289剖中 89.6弘が初回の内シャントを夜
用している。 
52.我々の経験した興味ある腹部疾患のニ三について
木下祐宏，服部博之，鈴木重弘
喜多村陽一， )1[内章裕
〈都立荏原病詫〉
我々の経験した3600伊jの手術例の中興味ある三例を示
す。第一例はコーヒー残透様嘱吐とショック状態で来践
した上腸間膜静脈血栓症，第二例は右下腹部落で虫垂炎
の診断で紹介された腎血管筋詣肪震，第三例は左大鑓骨
転子貫通骨折で治療中，吐血下血を認めた Barrett讃蕩
の一例で、ある。
